
 

 

御
野
学
区
は
、
北

に
は
陸
上
自
衛
隊
・ 

 

三
軒
屋
駐
屯
地
も
含

め
て
、
半
田
山
を
中

心
と
し
た
丘
陵
が
広

が
り
、
東
に
は
、
旭

川
が
流
れ
、
そ
こ
か
ら
、
三
野
浄
水
場
、
西

川
を
は
じ
め
用
水
路
が
流
れ
、
さ
ら
に
、
神

宮
寺
山
古
墳
と
い
う
前
方
後
円
墳
が
あ
り
、

ま
た
、
岡
山
大
学
、
岡
山
理
科
大
学
、
運
動

公
園
、
子
供
の
森
公
園
が
あ
る
と
い
う
、
ま

さ
に
、
歴
史
と
伝
統
、
自
然
と
文
教
・
ス
ポ

ー
ツ
施
設
に
恵
ま
れ
、
子
供
達
に
も
、
高
齢

者
に
も
暮
ら
し
や
す
い
地
域
で
す
。 

来
年
八
〇
周
年
を
迎
え
る
御
野
幼
稚
園

は
、
現
在
、
平
成
一
六
年
度
か
ら
三
年
保
育

が
実
施
さ
れ
始
め
た
こ
と
も
あ
り
、
年
少
二

〇
名
、
年
中
四
六
名
、
年
長
五
一
名
の
計
一

一
七
名
が
元
気
に
通
い
、
園
庭
に
植
え
ら
れ

た
ウ
マ
ノ
ス
ズ
ク
サ
か
ら
は
、
ジ
ャ
コ
ウ
ア

ゲ
ハ
が
幼
虫
か
ら
孵
り
、
時
折
、
園
内
を
優

雅
に
舞
っ
て
い
ま
す
。 

今
年
度
、
御
野
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
「
み

ん
な
で
作
る
み
ん
な
の
Ｐ
Ｔ
Ａ 

親
子
で
楽

し
む
園
生
活
」
を
目
標
に
掲
げ
、
執
行
部
、

学
級
部
、
広
報
部
、
事
業
部
、
交
通
安
全
部
、

に
加
え
て
、
保
護
者
全
員
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の

参
加
を
目
指
し
、
ス
タ
ッ
フ
制
の
「
み
の
っ

こ
お
た
す
け
隊
」
を
組
織
し
、
活
発
に
活
動

し
て
い
ま
す
。 

特
に
、
昨
夏
に
引
き
続
き
、
今
夏
も
、
お

父
さ
ん
方
を
中
心
に
、
遊
具
や
傘
立
て
等
の

ペ
ン
キ
の
塗
り
替
え
を
行
い
ま
し
た
が
、
今

後
も
、
お
父
さ
ん
方
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
へ
の
積

極
的
な
参
加
、
さ
ら
に
は
、
交
流
の
た
め
の

企
画
を
立
て
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
今
年
度
か
ら
、
各
部
の
活
動
を
よ

り
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
に
理
解
し
て
頂
く
た
め
に
、

毎
月
一
五
日
頃
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
よ
り
を
発
行

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

た
だ
、
こ
う
し
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
行
う
前

提
と
し
て
地
域
の
方
々
か
ら
ご
協
力
を
頂
く

こ
と
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。 

ど
こ
の
園
で
も
、
地
域
の
子
育
て
支
援
の

一
環
と
し
て
、
園
庭
会
報
や
体
験
入
園
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
瀬
能
園
長
先
生
の
ご
方

針
、
さ
ら
に
は
、
園
長
先
生
自
ら
の
積
極
的

な
地
域
へ
の
働
き
か
け
も
あ
り
、
こ
こ
数
年

来
で
、
地
域
各
種
団
体
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
よ
り
強
固
に
な
り
ま
し
た
。 

具
体
的
に
は
、
民
生
委
員
の
皆
様
が
、
登

園
時
に
は
、
園
門
に
、
あ
い
さ
つ
運
動
に
立

っ
て
下
さ
り
、
さ
ら
に
は
、
託
児
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
は
、
愛
育
委
員
の
皆
様
に
も
助
け
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
卒
業
児
の
保
護

者
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
本
当
に
多
く
、

園
に
帰
っ
て
き
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
開
か
れ
た
幼
稚
園
に
す
る
た
め

に
、
例
え
ば
、
そ
う
め
ん
流
し
の
よ
う
な
形

で
、
周
辺
町
内
会
と
の
交
流
を
園
と
し
て
も

積
極
的
に
行
っ
て
お
り
ま
す
し
、
園
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
か
ら
の
地
域
の
方
々
へ
の
ご
案
内
は
、
当

番
を
決
め
、
直
接
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
保
護
者
の
手

を
通
し
て
、
お
届
け
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
交
通
指
導
に
来
て
下
さ
る
交
番

の
警
察
の
方
へ
も
、
勤
労
感
謝
の
日
に
は
、

子
ど
も
達
か
ら
、
感
謝
の
気
持
ち
を
表
す
計

画
に
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
こ
の
２
学
期
か
ら
、
保
護
者
は
、

通
園
時
に
、
名
札
を
着
用
す
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
ひ
と
つ
に
は
、
園
内
の
安

全
を
確
保
す
る
意
味
も
あ
り
ま
す
が
、
よ
り

大
き
な
目
的
は
、
「
あ
い
さ
つ
運
動
」
を
地

域
で
展
開
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。 

昨
年
度
の
岡
山
市
国
公
立
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
と
岡
山
市
教
育
長
と
の
懇
談
の
中

か
ら
、
挨
拶
の
重
要
性
が
強
く
認
識
さ
れ
、

「
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
」
と
い
う
ロ
ゴ
マ
ー
ク

が
生
ま
れ
ま
し
た
が
、
御
野
幼
稚
園
の
保
護

者
の
名
札
の
裏
に
は
、
こ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を

配
置
し
、
通
園
時
に
は
、
地
域
の
方
々
に
し

っ
か
り
と
挨
拶
を
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
お
そ
ら
く
、
こ
う
し
た
活
動
を
通

じ
て
、
園
と
家
庭
と
地
域
と
の
連
携
が
深
ま

り
、
さ
ら
に
こ
う
し
た
保
護
者
の
姿
が
、
子

ど
も
達
の
良
い
手
本
に
な
っ
て
い
く
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。 

こ
う
し
た
中
で
、
今
年
度
か
ら
、
社
会
福

祉
協
議
会
、
婦
人
会
の
皆
様
の
お
力
で
、
学

区
の
敬
老
会
が
、
地
元
中
学
校
体
育
館
で
開

催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
幼
稚
園
も
積
極
的

に
参
加
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、

本
当
に
嬉
し
い
こ
と
で
す
。
ま
た
、
御
野
学

区
安
全
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
も
参
画
す
る

こ
と
に
な
り
、
子
ど
も
達
を
守
っ
て
頂
く
だ

け
で
な
く
、
地
域
の
中
で
の
責
任
も
、
我
々

Ｐ
Ｔ
Ａ
も
積
極
的
に
果
た
し
て
い
か
な
く
て

は
い
け
な
い
こ
と
を
痛
感
し
ま
す
。
こ
れ
が

ま
さ
に
、
「
協
働
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。
換
言
す
れ
ば
、
こ
う
し
て
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
に
な
る
こ
と
が
、
地

域
の
公
立
幼
稚
園
の
役
目
で
あ
り
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
参
画
し
、
地
域
で
の
責
任
を

果
た
し
て
い
く
こ
と
が
、
公
立
幼
稚
園
児
の

保
護
者
の
責
務
だ
と
思
い
ま
す
。 

た
だ
、
し
か
し
、
い
わ
ば
Ｐ
Ｔ
Ａ
デ
ビ
ュ

ー
の
幼
稚
園
の
保
護
者
に
は
、
あ
る
意
味
、

子
ど
も
達
と
一
緒
に
、
親
と
し
て
育
っ
て
い

る
の
だ
と
い
う
、
先
生
や
地
域
の
方
々
に
、

教
え
を
請
う
よ
う
な
謙
虚
さ
が
、
な
に
よ
り

必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

「
み
ん
な
で
作
る
み
ん
な
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
」
の
た
め
に

―
欠
か
せ
な
い
地
域
と
の
協
働
― 

 

御
野
幼
稚
園
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
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〜
心
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写真をここ
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ださい。 



 

 

と
こ
ろ
で
、
「
単
Ｐ
」
と
称
さ
れ
る
。
こ

う
し
た
各
園
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
一
方
で
、
岡

山
県
内
に
、
二
八
八
、
岡
山
市
内
に
、
七
〇

の
国
公
立
幼
稚
園
が
あ
り
、
そ
う
し
た
幼
稚

園
に
加
え
て
、
保
育
園
と
の
連
携
、
さ
ら
に

は
、
小
・
中
学
校
と
の
連
携
の
重
要
性
も
、

岡
山
市
国
公
立
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長

の
立
場
か
ら
、
指
摘
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

  


